

















西 窪 妙 子
tこし .: 
理 ー弓主主一, 博 士
第 1 533 号
昭和 43 年 9 月 17 日
理学研究科物理学専攻














一致している。一軸性結晶 MnF2 では， 緩和定数が小さい場合，部分格子般化は平衡方向と垂直な
軸のまわりに回転運動を行う。
論文の審査結果の要旨
反強磁性体には臨界場 (Hc) が存在する。 乙れは反強磁性体の磁化容易軸に沿って磁場をかけた













CuC12 ・ 2H20 および MnF2 について計算する事に成功した。そして更に電子計算機によって具体的
なスピンの軌跡をいくつかの場合について求め，基礎的な運動のようすを区別，分類して示すことに
成功している。これらの結果が若干の実験事実とどのように結び、つくかについてはまだデーター不足
でもあってあまり明確にはわからないが，今後の研究に重要な指針を与えるものとして高く評価され
るものである。従って理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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